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平成23年度

　市民の皆さまには、日ごろ市政全般にわたりご理解とご協力を
いただき、厚くお礼申し上げます。新年度を迎え、各事業のスター
トに合わせて、今年度も「予算特集号」を作成しましたのでお届
けいたします。ご覧いただき、一層のご協力とご提言をお願い申
し上げます。

　はじめに、3月11日に東北地方太平洋沖を震源地とする大地震
が発生しました。今回の震災は未曽有の被害をもたらし、壊滅的
状況の地域も数多くあります。被災地の方々に心からお見舞いを
申し上げるとともに、1日も早い復興を祈念しております。南魚
沼市でも現在、避難者の受け入れや職員の派遣を行っておりますが、今後もできる限りの支援をしていく
つもりでありますので、ご理解を頂きますようお願い申し上げます。

　さて、平成20年秋の世界的な金融恐慌以降急速に落ち込んだ、国の雇用・景気の状況はここにきて一
定の持ち直しが見られたものの、急速な円高の進行や海外の政情不安などの要素に加え、先に発生した大
震災の影響もあり依然として厳しい状況が続いていくものと思われます。当市においても、製造業を中心
に市民の雇用・景気情勢は厳しい状況が続いています。また、市の財政状況は平成18年度から5か年計画
で取り組んできた財政健全化計画では目標額を達成する見込みであり、徐々に改善されてきてはいますが、
実質公債費比率は依然「県下ワースト1」であり、引き続き改善の取り組みが必要となっております。

　こうしたなかで、平成23年度予算編成に臨んだわけですが、これらの状況を克服し「希望あふれて伸
びるまち・南魚沼市」の実現のためには、市民と行政が知恵と力を結集して、当地域の活力を増幅させて
いく必要があると考えております。
　そこで、先に述べたように雇用情勢が依然として厳しい状況であることから、補助金を活用した各種の
雇用創出事業により雇用の拡大を目指すとともに、「住宅リフォーム事業」、「南魚沼の木で家づくり事業」
など、市独自の雇用を「創る」事業に取り組みます。また、前年度に引き続き、消防庁舎改築事業を進め
るとともに、中越大震災の教訓を活かした防災広場の整備や、新たに観光交流の拠点として今泉博物館の
改修を含む周辺施設を道の駅として整備を行うなど、雇用・景気対策に配慮した予算編成を行いました。

　詳しい事業内容は次項以下に述べますが、市民の皆さまの生活重視と市政発展に向け最大限配慮したと
ころであります。財政健全化に引き続き留意し、四季折々の自然がくっきりと美しいこの地で、「自然・人・
産業の和で築く安心のまち」を将来像として、職員一丸となって、市民の負託に応えてまいりますのでよ
ろしくお願い申し上げます。

� 南魚沼市長　 　

　市民の皆さまへ

市報みなみ魚沼

予算特集号
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予 特集号算

各会計別予算
会　計 平成23年度

（A）
平成22年度

（B）
増減額

（A）－（B） 増減率％

一般会計 298億8,500万円 299億4,500万円 △6,000万円 △�0.2

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 63億9,200万円 61億1,690万円 2億7,510万円 4.5

介護保険特別会計 52億8,280万円 51億960万円 1億7,320万円 3.4

老人保健特別会計 85万円 △85万円

後期高齢者医療特別会計 4億6,540万円 4億7,050万円 △510万円 △�1.1

城内診療所特別会計 4億6,220万円 4億6,220万円

下水道特別会計 53億8,250万円 61億3,600万円 △7億5,350万円 △12.3

小　計 179億8,490万円 178億3,385万円 1億5,105万円 0.8

公
営
企
業
会
計

水道事業会計

収益 26億8,116万円 21億8,486万円 4億9,630万円 22.7

資本 20億9,819万円 21億5,938万円 △6,119万円 △2.8

計 47億7,935万円 43億4,424万円 4億3,511万円 10.0

病院事業会計

収益 37億6,960万円 41億9,638万円 △4億2,678万円 △�10.2

資本 2億2,622万円 2億1,383万円 1,239万円 5.8

計 39億9,582万円 44億1,021万円 △�4億1,439万円 △�9.4

小　計 87億7,517万円 87億5,445万円 2,072万円 0.2

全会計合計 566億4,507万円 565億3,330万円 1億1,177万円 0.2

※老人保健特別会計は、平成22年度で廃止しました。
※城内診療所特別会計は平成23年度から新設しました。
※水道事業会計と病院事業会計は歳出ベースです。

平成23年度 南魚沼市の当初予算額 総額　 一般会計 + 特別会計 + 公営企業会計

～前年度比、約0.2％（1億1,177万円）増～
� （※数字は端数調整してあるため合計額が一致しない場合があります）

566億4,507万円
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算

一般会計歳入の概要 （※数字は端数調整してあるため合計額が一致しない場合があります）

款 23年度予算額 22年度予算額 増減額 増減率
％

23年度
構成比％

22年度
構成比％

1 市税 73億559万円 71億5,492万円 1億5,067万円 2.1 24.4 23.9
2 地方譲与税 3億5,000万円 3億5,200万円 △200万円 △0.6 1.2 1.2
3 利子割交付金 1,580万円 1,680万円 △100万円 △6.0 0.1 0.1
4 配当割交付金 570万円 210万円 360万円 171.4 0.0 0.0

5 株式等譲渡�
�所得割交付金 170万円 130万円 40万円 30.8 0.0 0.0

6 地方消費税�
交付金 6億2,500万円 5億9,710万円 2,790万円 4.7 2.1 2.0

7 自動車取得税�
交付金 7,050万円 8,570万円 △1,520万円 △17.7 0.2 0.3

8 地方特例
交付金 1億424万円 1億357万円 67万円 0.6 0.4 0.3

9 地方交付税 105億3,700万円 99億7,100万円 5億6,600万円 5.7 35.3 33.3

10 交通安全対策特別交付金 1,000万円 1,050万円 △50万円 △4.8 0.0 0.0

11 分担金及び負担金 5億2,171万円 5億4,611万円 △2,440万円 △4.5 1.7 1.8

12 使用料及び手数料 5億9,825万円 6億1,801万円 △1,976万円 △3.2 2.0 2.1

13 国庫支出金 24億7,642万円 22億2,601万円 2億5,041万円 11.2 8.3 7.4
14 県支出金 18億7,572万円 21億1,597万円 △2億4,025万円 △11.4 6.3 7.1
15 財産収入 6,670万円 1億9,414万円 △1億2,744万円 △65.6 0.2 0.6
16 寄附金 2千円 2千円 0円 0.0 0.0 0.0
17 繰入金 6,374万円 6,851万円 △477万円 △7.0 0.2 0.2
18 繰越金 1億5,000万円 1億円 5,000万円 50.0 0.5 0.3
19 諸収入 15億4,354万円 16億9,827万円 △1億5,473万円 △9.1 5.2 5.7
20 市債 35億6,340万円 40億8,300万円 △5億1,960万円 △12.7 11.9 13.6

計 298億8,500万円 299億4,500万円 △6,000万円 △0.2 100.0 100.0

自主財源

市税 73億559万円（24.4％）

102億
4,953万円
（34.3％）

依存財源

196億
3,547万円
（65.7％）

歳入
298億
8,500万円

市債 35億6,340万円
（11.9％）

県支出金 18億7,572万円
（6.3％）

国庫支出金 24億7,642万円
（8.3％）

地方交付税 105億3,700万円
（35.3％）

繰越金
1億5,000万円（0.5％）

財産収入・諸収入・その他
16億7,398万円（5.6％）

地方譲与税・各種交付金
11億8,294万円（4.0％）

分担金及び負担金
5億2,171万円（1.7％）

使用料及び手数料
5億9,825万円（2.0％）
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歳出の概要（目的別） （※数字は端数調整してあるため合計額が一致しない場合があります）

款 23年度予算額 22年度予算額 増減額 増減率
％

23年度
構成比％

22年度
構成比％

1 議会費 2億1,650万円 1億5,160万円 6,490万円 42.8 0.7 0.5
2 総務費 70億1,710万円 70億7,580万円 △�5,870万円 △�0.8 23.5 23.6
3 民生費 71億5,233万円 61億9,713万円 9億5,520万円 15.4 23.8 20.7
4 衛生費 29億5,061万円 36億2,541万円 △�6億7,480万円 △�18.6 9.9 12.1
5 労働費 2億152万円 3億6,838万円 △�1億6,686万円 △�45.3 0.7 1.2
6 農林水産業費 9億7,431万円 10億581万円 △�3,150万円 △�3.1 3.3 3.4
7 商工費 6億5,396万円 6億3,761万円 1,635万円 2.6 2.2 2.1
8 土木費 34億7,468万円 33億1,003万円 1億6,465万円 5.0 11.6 11.1
9 消防費 10億6,624万円 8億4,301万円 2億2,323万円 26.5 3.6 2.8
10 教育費 21億2,040万円 25億6,817万円 △4億4,777万円 △�17.4 7.1 8.6
11 災害復旧費 354万円 1,343万円 △�989万円 △�73.6 0.0 0.0
12 公債費 40億371万円 40億9,852万円 △�9,481万円 △�2.3 13.4 13.7
13 諸支出金 10万円 10万円 0円 0.0 0.0 0.0
14 予備費 5,000万円 5,000万円 0円 0.0 0.2 0.2

計 298億8,500万円 299億4,500万円 △�6,000万円 △�0.2 100.0 100.0

性質別の内訳 （※数字は端数調整してあるため合計額が一致しない場合があります）

款 23年度予算額 22年度予算額 増減額 増減率
％

23年度
構成比％

22年度
構成比％

人件費 58億933万円 58億4,296万円 △�3,363万円 △�0.6 19.4 19.5
物件費 38億6,079万円 37億1,933万円 1億4,146万円 3.8 12.9 12.4
維持補修費 11億8,929万円 12億7,682万円 △�8,753万円 △�6.9 4.0 4.3
（維持補修費のうち除雪費） （7億7,906万円） （8億3,245万円） （△�5,339万円） （△�6.4） （2.6） （2.8）
扶助費 41億7,774万円 35億5,307万円 6億2,467万円 17.6 14 11.9
補助費 29億6,440万円 27億3,323万円 2億3,117万円 8.5 9.9 9.1
建設事業費 37億5,325万円 47億9,620万円 △�10億4,295万円 △�21.7 12.6 16.0
（建設事業費のうち普通建設費）（37億4,971万円）（47億8,278万円）（△�10億3,307万円）（△�21.6）（12.5）（16.0）
（建設事業費のうち災害復旧費） （354万円） （1,343万円） （△�989万円）（△�73.6） 0.0 0.0
公債費 40億7,871万円 42億252万円 △�1億2,381万円 △�2.9 13.6 14
積立金 100万円 100万円 0円 0.0 0.0 0.0
投資及び出資金 60万円 60万円 0円 0.0 0.0 0.0
貸付金 2億1,630万円 2億7,962万円 △�6,332万円 △�22.6 0.7 0.9
繰出金 37億8,359万円 34億8,964万円 2億9,395万円 8.4 12.7 11.7
予備費 5,000万円 5,000万円 0円 0.0 0.2 0.2

計 298億8,500万円 299億4,500万円 △�6,000万円 △�0.2 100.0 100.0
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歳出の概要（目的別）

性質別の内訳

議会費
2億1,650万円

人件費
58億933万円

物件費
38億6,079万円

扶助費
41億7,774万円

建設事業費
37億5,325万円

公債費
40億7,871万円

繰出金
37億8,359万円

総務費
70億1,710万円

民生費
71億5,233万円

維持補修費 11億8,929万円 積立金、投資及び出資金、貸付金 2億1,790万円
補助費 29億6,440万円 予備費 5,000万円

衛生費 29億5,061万円

土木費
34億7,468万円

公債費
40億371万円

農林水産業費 9億7,431万円 商工費 6億5,396万円
労働費 2億152万円 消防費 10億6,624万円 教育費

21億2,040万円

災害復旧費 354万円 予備費 5,000万円

23年度

23年度
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算

雇 用 対 策
⃝ふるさと雇用再生事業　4つの委託事業により10人の雇用を計画
⃝緊急雇用創出事業　失業者を対象に市直接、又は委託事業により12人の雇用を計画
⃝重点分野雇用創出事業
　　�農作物被害対策、未利用木質バイオマス活用の分野で委託事業により16人の雇用を計画
⃝地域人材育成事業
　�　働きながら技術を習得し就職を目指す事業で、介
護、観光、農業の分野で30人の雇用を計画

医 療 ・ 福 祉 の 充 実
⃝総合的保健医療体制整備事業
　�　「魚沼基幹病院（仮称）」建設に伴う地域医療再編
のため、「六日町病院」と「ゆきぐに大和病院」の
建物利用や医療提供体制検討のための調査を行う

⃝塩沢老人福祉センターの融雪施設工事

子 育 て 環 境 の 充 実
⃝子ども・妊産婦医療費助成事業
⃝子ども手当支給事業
⃝六日町認定こども園（仮称）整備事業補助金

教 育 ・ 文 化 ・ ス ポ ー ツ 環 境 の 充 実
⃝子ども・若者育成支援事業
　�　子ども・若者育成支援推進法の施行に伴い、子ども・若者育成支援センターを設置し、社会環境の悪
化やニート、引きこもり、不登校などの対策を行う

⃝市民の文化スポーツ奨励棚村基金運営事業
　　棚村基金文化事業20周年にあたり、記念事業を実施する
⃝大原運動公園整備事業
　�　インターハイの開催に備え、テニスコートのシェルター増設、観覧席設置工事などを行う

産 業 の 振 興
⃝観光交流拠点整備事業（今泉博物館関連）
　�　今泉博物館を文化・教育施設から、観光交流拠点
施設として整備・再生する

コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 の 推 進
⃝地域活性化支援事業交付金
⃝地域活動拠点支援交付金

財 政 健 全 化 の 推 進
⃝職員数の減（682人→672人へ10人の減）
⃝空き庁舎などの有効活用

平成23年度の主要施策

ゆきぐに大和病院

今泉博物館
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ク
シ
ー

利
用
券
な
ど
の
支
給
と
精
神
障
が
い
者
の

入
院
費
用
に
つ
い
て
そ
の
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
通
所
施
設
で
訓
練
す
る
障

が
い
者
に
費
用
を
補
助
し
支
援
し
ま
す
。

土
曜
日
に
は
在
宅
輪
番
制
度
に
よ
る
診
療

体
制
を
、
地
域
の
医
療
機
関
の
協
力
を
得

て
運
営
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

3⃝
学
童
保
育
対
策
事
業

�

8
、3
7
7
万
円

　
「
N
P
O
法
人
す
ま
い
る
ネ
ッ
ト
南
魚

沼
」
に
11
ク
ラ
ブ
、「
医
療
法
人
社
団
萌

気
会
」
に
1
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
委
託
し
ま

す
。
私
立
の
「
金
城
ク
ラ
ブ
」
と
「
わ
か

ば
ク
ラ
ブ
」
の
2
ク
ラ
ブ
に
事
業
委
託
を

行
い
、
児
童
の
健
全
育
成
と
働
く
親
の
支

援
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

拡
充

⃝
子
ど
も
・
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業

�

1
億
9
、9
9
9
万
円 

　

子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
そ
の

一
部
を
助
成
し
、
子
育
て
の
支
援
を
し
ま

す
。
妊
産
婦
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
自

己
負
担
分
全
額
を
助
成
し
無
料
化
し
て
い

ま
す
。

で
、
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ

に
よ
る
補
填
を
行
い
ま
す
。

⃝
母
子
保
健
事
業�

5
、5
0
2
万
円

　

乳
幼
児
の
健
全
な
発
育
、
発
達
の
支
援

を
行
う
た
め
の
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
妊

婦
の
健
康
管
理
の
充
実
と
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
健
診
費
用
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

地
域
完
結
型
保
健
医
療
体
制

の
構
築

2新
規

⃝
総
合
的
保
健
医
療
体
制
整
備
事
業

�

2
、2
1
0
万
円 

　

魚
沼
基
幹
病
院
（
仮
称
）
の
開
院
後
の

医
療
再
編
に
備
え
、
既
存
施
設
の
有
効
な

利
用
方
法
を
検
討
す
る
た
め
に
建
物
な
ど

の
基
礎
的
な
調
査
を
行
い
ま
す
。

⃝
医
療
機
器
等
整
備
事
業『
病
院
会
計
』

�

5
、1
2
0
万
円

　

市
立
病
院
の
医
療
機
器
な
ど
を
整
備
し
、

良
質
な
医
療
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

⃝
病
院
事
業
対
策
費

�

4
億
8
、8
4
9
万
円

　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
と
城
内
診
療
所
の

運
営
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
繰
出
金
を
支

出
し
、
安
全
で
良
質
な
診
療
を
提
供
し
ま

す
。

⃝
休
日
救
急
診
療
所
費

�

4
、0
8
9
万
円

　

日
曜
・
祝
祭
日
に
は
休
日
救
急
診
療
所
、

第
1
章

保
健
・
医
療
・
福
祉

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〜
地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る
健
康
・

�

支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
〜

健
康
づ
く
り
と

予
防
医
療
の
推
進

1⃝
基
礎
健
診
事
業�

1
、5
1
8
万
円

　

健
康
づ
く
り
の
認
識
を
高
め
、
成
人
病

予
防
と
発
病
抑
制
を
推
進
し
ま
す
。

⃝
住
民
健
診
事
業�

8
、7
8
9
万
円

　

が
ん
の
早
期
発
見
と
重
症
化
防
止
に
向

け
た
検
診
の
実
施
と
が
ん
予
防
の
た
め
の

意
識
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

拡
充

⃝
予
防
対
策
事
業

�

1
億
6
、3
6
6
万
円 

　

疾
病
の
発
生
と
ま
ん
延
を
予
防
し
公
衆

衛
生
の
向
上
を
図
る
た
め
、
法
定
の
予
防

接
種
に
加
え
て
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

⃝
国
民
健
康
保
険
対
策
費

�

4
億
9
、3
1
2
万
円

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
基
準
に

基
づ
き
、
職
員
給
与
費
、
保
険
税
の
軽
減

分
の
補
て
ん
、
出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の

費
用
を
繰
り
出
し
ま
す
。
平
成
22
年
度
ま

で
は
基
金
を
取
り
崩
し
て
補
填
し
て
い
ま

し
た
が
、
基
金
が
不
足
し
て
き
ま
し
た
の
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塩
沢
中
学
校
の
野
球
場
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

⃝ 

六
日
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
大
規
模

改
修
事
業�

1
億
7
4
0
万
円

　

経
年
劣
化
し
た
洗
浄
シ
ス
テ
ム
と
蒸
気

配
管
の
大
規
模
改
修
を
行
い
、
給
食
の
安

定
供
給
を
図
り
ま
す
。

⃝
教
育
課
程
特
例
校
事
業

�

2
、2
1
4
万
円

　

市
内
全
小
学
校
で
英
語
教
育
と
国
際
理

解
教
育
を
実
施
し
ま
す
。
A
L
T
に
加
え

て
国
際
大
学
留
学
生
、
国
際
理
解
教
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

⃝
学
級
満
足
度
向
上
事
業

�

1
0
6
万
円

　

心
理
検
査
の
ひ
と
つ
で
あ
る
Ｑ
Ｕ
調
査

を
全
校
で
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
級

生
活
に
お
け
る
満
足
度
と
意
欲
、
学
習
集

団
の
状
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
調
査

結
果
に
基
づ
き
学
級
環
境
の
改
善
と
学
力

向
上
へ
結
び
付
け
る
よ
う
活
用
を
図
り
ま

す
。

る
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
費
を
補
助
し

ま
す
。

⃝
民
生
児
童
委
員
事
業

�

1
、4
2
4
万
円

　

地
域
住
民
の
相
談
、
支
援
と
福
祉
行
政

へ
の
協
力
を
職
務
と
す
る
民
生
委
員
児
童

委
員
の
活
動
費
を
支
給
し
ま
す
。

⃝
生
活
扶
助
費�

2
億
5
、0
0
0
万
円

　

困
窮
の
た
め
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
方
の
生
活
を
保
障

す
る
た
め
の
各
種
扶
助
を
行
い
ま
す
。

⃝
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業

�

1
8
0
万
円

　

地
域
に
お
け
る
福
祉
課
題
の
共
有
化
、

取
り
組
み
の
方
向
性
と
役
割
分
担
な
ど
に

つ
い
て
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

第
2
章
　
教
育
・
文
化

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〜
学
ぶ
喜
び
・
文
化
を
は
ぐ
く
む

�

喜
び
の
あ
る
ま
ち
〜

学
校
教
育
の
充
実

1⃝
小
学
校
施
設
等
整
備
事
業

�

4
、5
6
0
万
円

　

市
道
の
改
良
拡
幅
工
事
に
よ
り
、
一
部

が
削
ら
れ
る
大
崎
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

改
修
工
事
と
駐
車
場
整
備
工
事
を
行
い
ま

す
。

⃝
中
学
校
施
設
等
整
備
事
業

�
9
、0
0
0
万
円

　

水
は
け
が
悪
く
、
活
動
に
支
障
が
あ
る

務
費
な
ど
を
繰
り
出
し
ま
す
。
社
会
福
祉

法
人
が
提
供
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
低
所
得
者
の
方
の
経
費
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

⃝
後
期
高
齢
者
医
療
対
策
費

�

7
億
3
、1
0
5
万
円

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
、
職
員

給
与
費
、
事
務
費
と
保
険
料
の
軽
減
分
の

補
て
ん
の
費
用
を
繰
出
し
ま
す
。
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
に
療
養
給
付
費
の
12

分
の
1
と
広
域
連
合
事
務
共
通
経
費
を
負

担
し
ま
す
。

⃝
筋
力
づ
く
り
教
室
事
業『
介
護
会
計
』

�

2
4
6
万
円

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
と
も
に
、
要

介
護
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
介
護
予
防
が

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
筋
力
づ
く
り
サ

ポ
ー
タ
ー
協
議
会
な
ど
の
支
援
を
行
い
介

護
予
防
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

地
域
福
祉
の
推
進

6⃝
社
会
福
祉
協
議
会
推
進
事
業

�

4
、4
2
4
万
円

　

社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、
市
の
地
域
福

祉
の
推
進
を
図
る
た
め
に
設
立
さ
れ
て
い

⃝
自
立
支
援
事
業

�

6
億
4
、9
9
4
万
円

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
（
在
宅
、
通
所
、
入
所
、
補

装
具
な
ど
）
に
対
し
給
付
を
行
い
ま
す
。

⃝
地
域
生
活
支
援
事
業

�
9
、0
1
2
万
円

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
と

支
援
事
業
の
実
施
、
日
常
生
活
用
具
・
日

中
一
時
支
援
・
移
動
支
援
・
小
出
養
護
学

校
通
学
バ
ス
助
成
費
な
ど
の
給
付
と
権
利

擁
護
の
推
進
を
図
り
、
障
が
い
者
の
自
立

や
日
常
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

5⃝
敬
老
会
事
業�

1
、6
0
7
万
円 

　

長
寿
祝
い
と
し
て
米
寿
（
88
歳
）
に
祝

い
状
（
額
付
）、
1
0
0
歳
の
長
寿
者
に

は
2
0
、0
0
0
円
の
祝
い
金
、
祝
い
状

（
額
付
）
を
贈
呈
し
ま
す
。
ま
た
、
各
地

区
敬
老
会
事
業
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま

す
。

⃝
生
活
支
援
事
業�

4
、5
8
5
万
円

　

要
介
護
高
齢
者
家
族
手
当
や
高
齢
者
な

ど
要
援
護
住
宅
除
雪
援
助
な
ど
の
事
業
費

を
計
上
し
、
在
宅
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援

を
行
い
ま
す
。

⃝
介
護
保
険
対
策
費

�

7
億
8
、4
8
5
万
円

　

介
護
保
険
制
度
運
営
の
適
正
な
執
行
と

制
度
の
充
実
の
た
め
、
介
護
保
険
特
別
会

計
へ
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
一
部
や
事
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野
外
・
環
境
教
育
の
推
進

6⃝
教
育
改
革
推
進
事
業

�

1
、6
2
7
万
円

　

緑
の
少
年
団
活
動
、
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備

活
動
、
花
・
野
菜
・
稲
栽
培
学
習
活
動
な

ど
学
校
が
主
体
的
に
創
意
工
夫
し
、
特
色

を
生
か
し
た
活
動
に
助
成
し
ま
す
。

第
3
章
　
環
境
共
生

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〜
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
生
き
、

1
0
0
年
後
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
引
き
継
い
で
い
く
ま
ち
〜

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

1⃝ 

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事

業�

3
1
0
万
円

　

森
林
施
業
の
実
施
に
不
可
欠
な
施
業
実

施
区
域
の
明
確
化
作
業
や
作
業
歩
道
の
整

備
な
ど
の
地
域
活
動
に
対
す
る
支
援
を
行

い
ま
す
。循

環
型
社
会
の
創
造

2⃝
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

�

3
9
5
万
円

　

分
別
の
徹
底
に
よ
り
資
源
ご
み
の
回
収

を
推
進
し
ま
す
。
古
紙
の
拠
点
回
収
を
拡

大
す
る
ほ
か
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整

備
や
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
な
ど
に
補
助

を
行
い
ま
す
。

⃝ 

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
取
組
事

業�

6
0
7
万
円

　

平
成
20
年
度
に
刊
行
し
た
報
告
書
「
新

潟
県
浦
佐
毘
沙
門
堂
裸
押
合
い
の
習
俗
」

を
も
と
に
、
平
成
23
〜
25
年
度
に
わ
た
っ

て
映
像
記
録
を
作
成
し
ま
す
。
平
成
23
年

度
は
、
受
託
業
者
を
選
択
し
て
映
像
計
画

や
シ
ナ
リ
オ
を
作
り
、
一
部
撮
影
を
開
始

し
ま
す
。生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

5⃝
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業�

7
0
0
万
円

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
や
交

流
の
拡
大
を
図
る
た
め
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
南
魚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ラ
ダ

イ
ス
」
の
運
営
を
補
助
し
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
を
推
進
し
ま
す
。

⃝
体
育
施
設
管
理
委
託
事
業

�

6
、8
2
7
万
円

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
管
理
運

営
委
託
を
行
い
、
協
調
し
て
市
民
の
健
康

増
進
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

⃝
体
育
施
設
整
備
事
業

�

2
、0
3
0
万
円

　

既
設
体
育
施
設
を
整
備
し
、
ス
ポ
ー
ツ

環
境
を
よ
り
快
適
に
し
ま
す
。
浦
佐
体
育

館
の
ト
イ
レ
新
設
、
石
打
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

防
球
ネ
ッ
ト
新
設
と
二
日
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

B
面
の
管
理
棟
新
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

め
に
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
と
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、
新
た
に
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
家

庭
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
乳
幼
児
の
保
護
者
対
象
に
、
親
子
関
係

づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
の
支
援
や
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
不
登
校
の
児
童
、
生
徒

へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や

非
行
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学
校
や

家
庭
生
活
で
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
相
談

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
文
化
の
振
興

4⃝
坂
戸
城
跡
整
備
事
業

�

1
、0
4
5
万
円

　

平
成
24
年
度
か
ら
の
御
館
石
垣
修
復
整

備
に
向
け
て
、
土
地
の
公
有
化
（
購
入
）

と
発
掘
確
認
調
査
を
行
い
ま
す
。
ス
キ
ー

場
跡
の
植
栽
計
画
を
立
て
る
た
め
に
発
掘

確
認
調
査
を
行
い
ま
す
。

⃝
南
魚
沼
市
郷
土
史
編
さ
ん
事
業
�

1
、5
3
3
万
円

　

六
日
町
町
史
資
料
編
2
巻
に
続
き
、
第

1
巻
「
先
史
古
代
、
中
世
」
の
発
刊
作
業

と
、
六
日
町
町
史
通
史
編
、
大
和
町
史
下

巻
の
編
さ
ん
の
た
め
、
資
料
の
調
査
、
収

集
整
理
と
保
存
作
業
を
進
め
ま
す
。
事
業

の
啓
発
活
動
と
し
て
古
文
書
解
読
講
座
の

開
設
や
郷
土
史
編
さ
ん
誌
「
み
な
み
う
お

ぬ
ま
」
第
9
号
を
発
刊
し
ま
す
。

生
涯
学
習
の
充
実

2⃝
市
民
会
館
大
規
模
改
修
事
業

�

2
億
1
、4
0
0
万
円

　

市
民
会
館
の
機
械
設
備
（
舞
台
照
明
）

の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

⃝
文
化
施
設
運
営
委
託
事
業

�
7
、1
9
5
万
円

　

南
魚
沼
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
を

指
定
管
理
者
に
指
定
し
、
市
民
会
館
・
鈴

木
牧
之
記
念
館
・
今
泉
博
物
館
の
管
理
運

営
を
行
い
、
協
調
し
て
文
化
の
振
興
を
図

り
ま
す
。

⃝
図
書
館
建
設
事
業�

2
、0
0
0
万
円

　

合
併
後
の
利
用
者
増
加
に
伴
い
、
手
狭

な
図
書
館
に
対
し
多
く
の
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
た
め
、
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
学
習
で
き
る
環
境
整
備
の
た
め
図
書
館

を
整
備
し
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
基
本
・

実
施
設
計
を
行
い
ま
す

⃝
公
民
館
事
業�

1
9
6
万
円

　

市
民
の
生
涯
学
習
の
充
実
を
図
る
た
め
、

各
種
講
座
や
講
演
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
自
発
的
な
学
習
活
動
・
サ
ー
ク
ル
活

動
を
支
援
で
き
る
環
境
作
り
に
努
め
ま
す
。

地
域
・
家
庭
教
育
の
充
実

3新
規
・
拡
充

⃝
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
事
業

�

1
、8
9
6
万
円

　

健
全
な
子
ど
も
・
若
者
を
育
成
す
る
た
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算

要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

⃝
克
雪
住
宅
推
進
事
業

�

1
、2
5
7
万
円

　

住
宅
の
克
雪
化
（
融
雪
式
・
耐
雪
式
）

と
宅
地
内
消
雪
設
備
（
地
下
水
利
用
を
除

く
）
の
設
置
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

上
下
水
道
の
整
備

5⃝ 

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

　『
下
水
道
会
計
』

�

16
億
8
、6
4
3
万
円

　

六
日
町
地
域
（
西
泉
田
、
東
泉
田
、
奥
、

余
川
、
川
窪
、
欠
之
上
、
青
木
、
宇
津
野
、

四
十
日
、
四
十
日
新
道
、
大
杉
新
田
）、

塩
沢
地
域
（
台
上
、
滝
谷
、
宮
野
下
、
天

野
沢
、
泉
盛
寺
、
竹
俣
、
姥
島
、
石
打
）

の
下
水
道
本
管
の
布
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

上
の
原
処
理
区
を
六
日
町
処
理
区
に
接
続

す
る
た
め
の
実
施
設
計
と
大
和
地
域
で
新

た
に
追
加
す
る
下
水
処
理
区
域
の
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。

⃝  

浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業

　『
下
水
道
会
計
』�

5
、8
7
0
万
円

　

下
水
道
整
備
が
困
難
な
地
域
に
つ
い
て

合
併
浄
化
槽
の
導
入
を
す
す
め
水
質
保
全

を
図
り
ま
す
。

へ
の
補
助
と
、
公
共
交
通
空
白
地
域
に
お

け
る
公
共
交
通
と
し
て
の
市
民
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。

ひ
と
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

3⃝
交
通
安
全
交
付
金
事
業

�

1
、2
0
0
万
円

　

国
の
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、
交
通
安

全
施
設
（
区
画
線
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
）

の
維
持
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

⃝
除
雪
機
械
整
備
事
業

�

9
、6
0
0
万
円

　

市
道
の
効
率
的
な
除
雪
の
実
施
に
向
け
、

4
台
の
除
雪
機
械
を
更
新
し
ま
す
。

⃝
流
雪
溝
整
備
事
業�

8
0
0
万
円

　

六
日
町
中
心
市
街
地
1
9
2
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
計
画
区
域
と
し
て
整
備
計
画
が
策
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
の
豪
雪
状
況

に
対
応
す
る
運
営
実
績
か
ら
、
計
画
区
域

内
を
充
足
す
る
に
は
必
要
水
量
が
不
足
す

る
た
め
、
水
利
権
の
拡
大
や
区
域
内
の
有

効
水
理
を
調
査
し
、
既
存
整
備
計
画
の
見

直
し
を
検
討
し
ま
す
。

住
環
境
の
整
備

4⃝
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

�

4
5
0
万
円 

　

新
耐
震
設
計
基
準
以
前
に
建
築
確
認
を

得
て
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
対
し
て
耐

震
化
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
耐
震
診
断
に

の
一
筆
地
調
査
と
測
量
を
実
施
し
ま
す
。

四
十
日
地
区
（
大
杉
・
奥
・
西
・
四
十

日
・
四
十
日
新
道
）
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
度
に
現
地
調
査
し
た
成
果
の
認
証
を

実
施
し
ま
す
。

⃝
都
市
計
画
調
査
事
業

�

1
、3
0
0
万
円

　

市
内
全
域
の
都
市
計
画
用
途
地
域
と
道

路
の
見
直
し
作
業
を
継
続
し
て
実
施
し
ま

す
。

⃝
大
原
運
動
公
園
整
備
事
業

�

7
、7
1
7
万
円

　

大
原
運
動
公
園
整
備
検
討
委
員
会
で
策

定
さ
れ
た
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
運
動
公

園
の
機
能
充
実
に
向
け
た
施
設
整
備
を
進

め
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
、
平
成
24
年
度

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
開
催
に
向
け
て
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
休
憩
所
の
設
置
工
事
な
ど
を

行
い
ま
す
。

交
通
体
系
の
整
備

2⃝
道
路
新
設
改
良
事
業

�

5
億
1
、3
3
4
万
円

　

安
全
・
安
心
な
交
通
確
保
の
た
め
、
市

内
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
道
路
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

⃝
街
路
新
設
改
良
事
業

�

1
億
1
、8
8
0
万
円

　

街
路
事
業
と
し
て
市
道
2
路
線
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

⃝
バ
ス
運
行
事
業�

6
、4
4
4
万
円

　

公
共
交
通
の
要
で
あ
る
路
線
バ
ス
運
行

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

3⃝
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業

�

1
0
0
万
円

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
お
け
る
地

球
温
暖
化
の
防
止
、
循
環
型
社
会
の
形
成

な
ど
の
構
想
実
現
に
向
け
て
の
事
業
を
行

い
ま
す
。

⃝ 

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
制
度
活
用
事

業�

1
7
3
万
円

　

市
が
行
う
造
林
事
業
に
よ
っ
て
吸
収
さ

れ
る
C
O

2
を
新
潟
県
J

│

V
E
R
制
度

に
登
録
し
、
C
O

2
の
削
減
を
図
り
地
球

温
暖
化
対
策
を
図
り
ま
す
。

生
活
環
境
の
向
上

4⃝
公
害
等
対
策
事
業�

3
3
7
万
円

　

地
盤
沈
下
を
抑
制
す
る
た
め
の
対
策
と

し
て
、
地
盤
沈
下
区
域
の
市
施
設
消
雪
パ

イ
プ
に
節
水
型
降
雪
感
知
器
の
設
置
を
行

い
ま
す
。

第
4
章
　
都
市
基
盤

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〜
安
全
・
快
適
で
う
る
お
い
の�

�

あ
る
生
活
が
で
き
る
ま
ち
〜

計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

1⃝
国
土
調
査
事
業�

3
、9
0
4
万
円

　

青
木
地
区（
青
木
・
奥
・
四
十
日
新
道
）
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農
産
物
・
特
産
品
の
振
興
や
観
光
情
報
の

発
信
な
ど
、
農
商
工
観
光
連
携
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

⃝
愛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

�

2
、5
0
0
万
円

　

坂
戸
城
築
城
5
0
0
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

へ
の
補
助
や
市
の
特
性
を
活
か
し
た
誘
客

促
進
・
持
続
的
な
観
光
振
興
を
図
る
た
め
、

コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
ま

す
。

商
工
業
の
振
興

4⃝
商
工
業
振
興
補
助
事
業

�

1
、6
6
2
万
円

　

商
工
会
の
事
業
運
営
へ
の
補
助
や
地
域

商
工
業
の
活
性
化
、
商
店
街
再
生
支
援
事

業
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

⃝
中
小
企
業
金
融
制
度
事
業

�

2
億
6
、7
0
0
万
円

　

制
度
資
金
の
預
託
、
資
金
借
り
入
れ
に

係
る
信
用
保
証
料
補
給
な
ど
の
中
小
企
業

経
営
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

⃝
地
場
産
業
振
興
事
業�

6
9
0
万
円

　

地
域
特
産
品
の
認
定
推
奨
・
販
路
拡
大
、

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
を
行
い
、
地

場
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

に
実
施
し
ま
す
。

林
業
の
振
興

2
⃝
林
道
開
設
事
業
（
大
崎
水
尾
線
）

�

2
、5
9
9
万
円

　

林
道
大
崎
水
尾
線
の
早
期
供
用
開
始
を

目
指
し
、
継
続
し
て
開
設
工
事
を
進
め
ま

す
。

⃝ 

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事

業�

3
1
0
万
円

　

森
林
施
業
の
実
施
に
不
可
欠
な
「
施
業

実
施
区
域
の
明
確
化
作
業
」「
作
業
歩
道

の
整
備
」
な
ど
の
地
域
活
動
に
対
す
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

⃝
南
魚
沼
産
材
で
家
づ
く
り
事
業

�

1
、0
1
5
万
円

　

市
内
産
の
杉
を
使
用
し
て
建
築
す
る
住

宅
に
対
し
て
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
材
の
利
用
拡
大
と
木
造
住
宅
建
築
や
資

源
循
環
型
の
森
林
整
備
の
促
進
と
林
業
・

建
築
・
木
材
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
創

出
を
図
り
ま
す
。

観
光
の
振
興

3新
規

⃝
観
光
交
流
拠
点
整
備
事
業

�
1
億
8
、1
2
8
万
円

　

今
泉
博
物
館
の
有
効
活
用
と
利
用
活
性

化
に
向
け
、
多
機
能
化
し
た
観
光
交
流
拠

点
施
設
と
し
て
の
道
の
駅
整
備
を
行
い
、

第
5
章
　
産
業
振
興

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〜
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、
自
然

や
人
に
や
さ
し
く
力
強
い
産
業
の

ま
ち
〜農

業
の
振
興

1⃝
土
地
改
良
事
業

�

1
億
7
、0
2
8
万
円

　

土
地
改
良
区
で
実
施
し
た
農
道
な
ど
の

整
備
に
係
る
償
還
補
助
を
行
い
ま
す
。

⃝
農
業
振
興
対
策
補
助
事
業

�

1
、6
4
6
万
円

　

認
定
農
業
者
等
担
い
手
育
成
確
保
支
援

事
業
補
助
、
農
業
近
代
化
利
子
補
給
な
ど

の
支
援
を
行
い
、
農
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

⃝
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
推
進
事
業

�
3
、0
1
6
万
円

　

的
確
な
需
要
調
整
に
取
り
組
む
と
と
も

に
「
安
全
・
安
心
」
な
良
質
米
の
生
産
に

努
め
、
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
需
要
拡

大
と
競
争
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

⃝
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

�

7
、7
2
4
万
円

　

中
山
間
地
に
お
け
る
農
業
の
持
つ
多
面

的
機
能
の
維
持
、
増
進
を
図
る
た
め
自
律

的
、
且
つ
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
を
行

う
45
集
落
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

⃝
家
畜
指
導
診
療
所
費

�

1
、2
2
3
万
円

　

畜
産
農
家
の
経
営
安
定
の
た
め
、
疾
病

予
防
指
導
・
診
療
な
ど
の
業
務
を
効
果
的

⃝
畔
地
浄
水
場
中
央
計
算
機
更
新
事
業

　『
水
道
会
計
』�

1
億
5
、1
9
3
万
円

　

平
成
21
年
か
ら
市
内
4
つ
の
簡
易
水
道

を
上
水
道
に
統
合
し
、
こ
の
統
合
を
契
機

と
し
て
管
理
の
一
元
化
を
目
指
し
、
畔
地

浄
水
場
と
旧
簡
易
水
道
施
設
を
含
ん
だ
送

配
水
施
設
の
集
中
監
視
を
行
う
遠
隔
監
視

シ
ス
テ
ム
を
、
平
成
21
〜
23
年
度
で
整
備

し
ま
す
。

⃝
旧
簡
易
水
道
老
朽
管
更
新
事
業

　『
水
道
会
計
』�

4
、6
0
0
万
円

　

水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、
旧
簡
易

水
道
施
設
に
残
存
す
る
老
朽
管
の
更
新
を

行
い
ま
す
。

⃝
機
械
電
気
設
備
更
新
事
業

　『
水
道
会
計
』�

1
億
1
、8
3
9
万
円

　

水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、
老
朽
化

し
た
蓄
電
池
設
備
な
ど
の
更
新
を
行
い
ま

す
。

災
害
に
強
い
基
盤
整
備

6⃝
河
川
管
理
費�

1
、5
7
3
万
円

　

新
潟
県
か
ら
委
託
を
受
け
、
一
級
河
川

の
除
草
を
行
う
と
と
も
に
、
市
管
理
の
準

用
河
川
に
つ
い
て
、
修
繕
工
事
な
ど
を
実

施
し
河
川
管
理
に
努
め
ま
す
。

⃝
防
災
広
場
整
備
事
業

�

3
、7
8
0
万
円

　

六
日
町
市
街
地
の
災
害
時
の
避
難
場
所

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
市
役
所
の
防
災

機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
防
災
広
場
を

整
備
し
ま
す
。
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算

⃝
固
定
資
産
税
適
正
評
価
事
業

�

2
、6
7
2
万
円

　

平
成
22
年
度
に
撮
影
し
た
航
空
写
真
を

活
用
し
土
地
の
地
目
判
定
、
家
屋
の
外
形

デ
ー
タ
判
定
を
行
い
、
固
定
資
産
税
評
価

の
適
正
化
と
公
平
化
を
図
り
ま
す
。

交
流
の
推
進

5⃝
交
流
事
業�

1
7
8
万
円

　

友
好
都
市
と
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
相
互
訪
問
な
ど
を
行
い
、
交
流
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

⃝ 

国
際
交
流
と
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
基
金

事
業�

9
0
3
万
円

　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
構

想
と
し
て
国
際
大
学
留
学
生
な
ど
を
招
き
、

各
種
講
演
会
や
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
か
ら
始
め
た
中
学
生
の
海
外

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
継
続
し
、
体
験
活
動
を

通
じ
て
国
際
交
流
を
図
り
ま
す
。

⃝
消
防
水
利
整
備
事
業

�

2
、2
5
0
万
円

　

国
の
補
助
金
を
受
け
、
耐
震
性
貯
水
槽

40
ト
ン
3
基
を
建
設
し
ま
す
。

⃝
防
災
対
策
事
業�

64
万
円

　

災
害
に
備
え
る
た
め
、
防
災
技
術
の
向

上
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
て
、

大
和
地
域
を
主
会
場
に
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

新
規

⃝
災
害
時
緊
急
伝
達
整
備
事
業

�

4
6
7
万
円

　

市
民
の
方
か
ら
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
い
た
だ
き
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
J

│

A

 
L

 
A
 

R
T
）
に
よ
り
国
か
ら
入
っ
た
地
震
・
気

象
警
報
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
、
夜
間
・

休
日
問
わ
ず
そ
の
情
報
を
登
録
者
に
配
信

を
行
う
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

高
度
情
報
化
の
推
進

4⃝
G
I
S
整
備
事
業�

4
、3
8
9
万
円

　

平
成
22
年
度
に
撮
影
し
た
航
空
写
真
を

元
に
、
2
、5
0
0
分
の
1
地
形
図
の
修

正
と
山
間
部
の
新
規
図
化
を
行
い
ま
す
。

⃝
辺
地
共
聴
施
設
整
備
事
業

�

5
、4
0
9
万
円

　

平
成
23
年
7
月
24
日
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送

が
停
止
さ
れ
、
新
た
に
難
視
聴
地
区
に
な

る
地
域
の
対
策
補
助
を
行
い
ま
す
。

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

2⃝
集
落
振
興
事
業�

2
、2
2
0
万
円

　

宝
く
じ
収
益
金
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
、

行
政
区
な
ど
に
対
し
て
防
犯
灯
設
置
事
業

や
子
ど
も
神
輿
購
入
事
業
な
ど
を
支
援
し

ま
す
。

⃝
行
政
区
事
業�

6
、5
1
3
万
円

　

各
行
政
区
へ
の
委
託
業
務
と
自
主
活
動

に
対
し
て
、
交
付
金
を
交
付
し
て
支
援
し

ま
す
。

⃝
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

�

5
、8
0
9
万
円

　

地
域
と
し
て
の
独
自
性
を
活
か
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
し
、
地
域
の

活
動
拠
点
と
な
る
場
と
し
て
市
内
12
地
区

の
地
区
協
議
会
に
対
し
、
権
限
と
予
算
を

移
譲
し
、
市
民
主
体
の
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

災
害
に
強
い
安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

3⃝
消
防
庁
舎
新
築
事
業

�

6
億
3
、3
1
0
万
円

　

平
成
23
年
9
月
に
供
用
開
始
で
き
る
よ

う
に
庁
舎
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

⃝
消
防
団
施
設
整
備
事
業

�

3
5
5
万
円

　

南
魚
沼
市
消
防
団
の
小
型
ポ
ン
プ
に
つ

い
て
、
老
朽
化
し
た
の
も
の
か
ら
3
台
更

新
し
ま
す
。

雇
用
の
促
進

5⃝
雇
用
創
出
事
業

�
1
億
4
、4
7
2
万
円

　

県
の
交
付
金
を
活
用
し
て
雇
用
創
出
に

取
り
組
み
ま
す
。

⃝
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業

�

4
、2
0
3
万
円

　

県
の
基
金
を
活
用
し
て
雇
用
創
出
に
取

り
組
み
ま
す
。

⃝
雇
用
対
策
事
業�

7
5
4
万
円

　

南
魚
沼
職
業
能
力
開
発
運
営
協
会
負
担

金
と
し
て
、
人
件
費
3
分
の
2
と
施
設
負

担
金
を
支
出
し
、
職
業
訓
練
事
業
を
支
援

し
ま
す
。

⃝
企
業
対
策
事
業�

2
0
0
万
円

　

企
業
立
地
奨
励
金
と
し
て
、
地
元
雇
用

促
進
の
た
め
立
地
企
業
に
助
成
し
ま
す
。

第
6
章

行
財
政
改
革
・
市
民
参
画

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〜
市
民
と
築
く

�

あ
か
る
い
自
治
の
ま
ち
〜

行
財
政
運
営
の
効
率
化

1⃝
庁
舎
整
備
事
業�

2
、9
0
0
万
円 

　

本
庁
舎
方
式
へ
の
移
行
に
向
け
、
本
庁

舎
3
階
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
な

ど
を
行
い
ま
す
。
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長期借入金の状況

会計名
年度末残高見込み

平成23年度
（Ａ）

平成22年度
（Ｂ）

増減
（Ａ）－（Ｂ）

一般会計 371億2,727万円 369億7,150万円 1億5,577万円

下水道特別会計 331億1,719万円 332億8,769万円 △�1億7,050万円

水道事業会計 144億2,270万円 154億8万円 △�9億7,738万円

病院事業会計 5億4,266万円 7億818万円 △�1億6,552万円

計 852億982万円 863億6,745万円 △�11億5,763万円

（参考）
土地開発公社 10億6,495万円 7億5,365万円 3億1,130万円

債務負担行為 9億263万円 11億8,982万円 △�2億8,719万円

基金の状況

会計名
年度末残高見込み

平成23年度
（Ａ）

平成22年度
（Ｂ）

増減
（Ａ）－（Ｂ）

一般会計 44億9,950万円 43億251万円 1億9,699万円

内
　
訳

財政調整基金 25億6,699万円 25億6,599万円 100万円

減債基金 4億3,699万円 4億3,699万円 0円

国際交流基金 1億156万円 1億1,059万円 △�903万円

棚村基金 9,112万円 1億490万円 △�1,378万円

医師修学基金 1,145万円 1,145万円 0円

ふるさと基金 4億円 4億円 0円

合併振興基金 6億7,028万円 4億2,228万円 2億4,800万円

愛プロジェクト推進基金 715万円 3,215万円 △�2,500万円

奨学金貸付基金 1億9,875万円 1億8,775万円 1,100万円

住民生活に光をそそぐ基金 1,521万円 3,041万円 △�1,520万円

国民健康保険特別会計 1,609万円 1,609万円 0円

介護保険特別会計

貸付 300万円 300万円 0円

給付 1億8,288万円 2億6,748万円 △�8,460万円

特例 0円 1,252万円 △�1,252万円

下水道特別会計 2,150万円 2,150万円 0円

水道事業会計 5,600万円 4,100万円 1,500万円

病院事業会計 2,290万円 2,290万円 0円

合　計 48億187万円 46億8,700万円 1億1,487万円


